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＜集計対象データについて＞ 

① 聞き取り実施期間 H27.12.9 ～ H28.3.18(予定) 

② 調査対象医療機関【当初想定】 

（許可病床数） 
513（31,296 床） 

③ 年度内無床、休院、廃院等医療機関 

（許可病床数） 
8（145 床） 

④ 調査対象医療機関［②－③］ 505（31,151 床） 

 ⑤ 回答を得た医療機関 

  （許可病床数） 
488（30,915 床） 

 ⑥ 回答率［⑤／④］ 96.6%（99.2%） 

 

【参考：地域ごとの状況】 

 
※ 年度内に無床、休院、廃院等の医療機関については、病床機能報告の対象外となるため、本

調査からの対象外とする。 

 

○ 当該集計データのうち、病床数の見通し等は、あくまで現時点の予定であり、

回答があった医療機関の今後の予定を拘束するものではありません。 

地域
説明会
開催日

①
調査対象
医療機関
【当初想定】
（許可病床数）

②
年度内無床、
休院、廃院等

医療機関※

（許可病床数）

③
調査対象
医療機関
［①-②］

（許可病床数）

④
回答を得た
医療機関

（許可病床数）

⑤
回答率
［④/③］

（許可病床数）

202 2 200 188 94.0%

(14,130) (38) (14,092) (13,933) (98.9%)

28 1 27 27 100.0%

(1,507) (19) (1,488) (1,488) (100.0%)

42 0 42 42 100.0%

(2,089) (0) (2,089) (2,089) (100.0%)

18 0 18 18 100.0%

(828) (0) (828) (828) (100.0%)

33 0 33 33 100.0%

(3,074) (0) (3,074) (3,074) (100.0%)

16 1 15 15 100.0%

(884) (14) (870) (870) (100.0%)

23 0 23 23 100.0%

(1,075) (0) (1,075) (1,075) (100.0%)

48 2 46 46 100.0%

(2,174) (36) (2,138) (2,138) (100.0%)

23 0 23 23 100.0%

(1,403) (0) (1,403) (1,403) (100.0%)

30 1 29 27 93.1%

(1,465) (19) (1,446) (1,414) (97.8%)

50 1 49 46 93.9%

(2,667) (19) (2,648) (2,603) (98.3%)

513 8 505 488 96.6%

(31,296) (145) (31,151) (30,915) (99.2%)

聞き取り実施期間

　熊本
H27.11.19
H27.11.20

H27.12.14 ～ H28.2.25

　宇城 H27.11.30 H28.1.18 ～ H28.2.15

　有明 H27.12.9 H28.1.12 ～ H28.2.29

　鹿本 H27.11.25 H27.12.9 ～ H27.12.25

　菊池 H27.11.26 H27.12.17 ～ H28.2.4

　阿蘇 H27.11.30 H27.12.21 ～ H28.1.28

　上益城 H27.11.30 H28.1.12 ～ H28.2.22

　八代
H27.12.1
H27.12.2

H28.1.7 ～ H28.2.5

　芦北 H27.11.24 H27.12.16 ～ H28.1.29

　球磨 H27.12.3 H27.12.17 ～ H28.2.18

　熊本県計

　天草 H28.1.16 H28.2.18 ～ H28.3.18
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１　平成27年度病床機能報告と2025（平成37）年の見通しについて

　（１）許可病床数

　

［単位：床］

　（２）病床稼働率・平均在院日数

　 　 　 　

（参考）厚労省令
の必要病床数算
定式に用いる病床
稼働率［単位：％］

6,010

　高度急性期

1,870（参考）2025年必要病床数推計

※医療機関所在地ベース。慢性期は、パターンB（熊本、菊池）及び特例（宇城、有明、鹿本、阿蘇、上益城、八代、芦北、球磨、天草）で推計

71.4

13.9

73.9

45.7

調査結果（速報）の概要【県計】

全体

○　平成27年度病床機能報告では、高度急性期が２，５７８床、急性期が１１，４８０
     床、回復期が４，６５２床、慢性期が１１，９８３床。

○　これに対し、2025（平成37）年における見込み数は、高度急性期が１，８１０床、
     急性期が７，８２９床、回復期が４，９４６床、慢性期が８，０７５床。

○　なお、2025（平成37）年は、見通し不明と回答されたものについて、当該不明分
     を平成27年度の病床数でそのまま計上すると、高度急性期が２，６９５床、急性
     期が１０，４６５床、回復期が５，９１５床、慢性期が１０，７１９床。

○　平成27年度病床機能報告における病床稼働率は、高度急性期が９０．３％、
     急性期が７１．４％、回復期が７３．９％、慢性期が８２．９％。

○　平均在院日数は、高度急性期が９．４日、急性期が１３．９日、回復期が
     ４５．７日、慢性期が１６５．７日。

75.0

回復期　

7,048

急性期　

90.0 92.0

90.3

9.4

全体

21,089

　慢性期

6,161

病床稼働率
［単位：％］

高度急性期 急性期 回復期 慢性期

82.9

165.7

77.4

24.5

78.0

平均在院日数
［単位：日］

1,810 

7,829 

4,946 

8,075 

2,578 
885 

11,480 

2,636  

4,652 

969  
11,983 

2,644  

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

左：2015（H27）   右：2025（H37） 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

10,465 

～ 
7,829 

        

※      は、見通し不明 

5,915 

～ 
4,946 

10,719 

～ 
8,075 

2,695 

～ 
1,810 
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２　在宅医療の実施状況と2025（平成37）年における見通しについて

３　「病床の機能分化・連携」と「在宅医療の充実」の推進に必要な取組みについて

　（１）「病床の機能分化・連携」を進めるために今後必要と思われる取組み

　（２）「在宅医療の充実」を進めるために今後必要と思われる取組み

　⑦ 在宅歯科医療を実施するための人材の確保 2%

　⑧ 在宅歯科医療を実施するための設備の整備 1%

　⑤ 退院後の療養生活の相談に乗る窓口に配置する看護職員や
      医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰの育成のための研修 18%

　⑥ 医療依存度の高い患者や小児等患者への対応力向上のための研修 9%

12,137人

　① 在宅医療に取り組む医師の確保のための研修 18%

　② 在宅医療に取り組む看護職員の確保のための研修 25%

　③ 取りに対応できる医師の養成のための研修 10%

　④ 看取りに対応できる看護職員の養成のための研修 17%

○　現在、回答があった医療機関の約５３％が在宅医療（往診、訪問診療）を実施
      しており、１か月あたりの患者延べ数は７，９１４人。

○　これに対し、2025（平成37）年における見込み数は、約５６％が在宅医療（往診、
     訪問診療）を実施し、１か月あたりの患者延べ数は１２，１３７人。

　現状の実施状況

　2025(平成37)年における実施の見通し

　① 病床機能を転換するための施設の整備

　② 病床機能を転換するための設備の整備

　③ 療養病床から介護施設等へ転換するための施設の整備

53%

56%

１か月あたりの患者延べ数

7,914人

　④ 療養病床から介護施設等へ転換するための設備の整備

　⑤ 病床機能の分化・転換に伴う職員の研修・教育

　⑥ 連携に係る人材の確保・養成

18%

15%

4%

3%

23%

37%

実施医療機関の割合
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１　平成27年度病床機能報告における報告状況について

　(１) 医療機能別の許可病床数及び稼働病床数

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般病床 2,578 2,556 11,358 10,561 3,362 3,161 3,523 2,985 222 19 21,043 19,282

療養病床 0 0 122 116 1,290 1,277 8,460 8,285 0 0 9,872 9,678

計 2,578 2,556 11,480 10,677 4,652 4,438 11,983 11,270 222 19 30,915 28,960

（参考）休床

　(２) 医療機能別の入院患者数の状況（年間）

　 　 　 　

２　2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通しについて

　(１) 2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通し

　(２)  2021（平成33）年（6年経過後）における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 2,657 2,657 9,143 8,778 5,496 4,988 8,987 8,625 26,319 25,048

見通し不明※

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（現状）の据置き。 　　　　　　機能未選択36床を含む。

 在院患者延べ数(年間)

退院患者数(年間)

病床稼働率

平均在院日数［単位：日］

高度急性期 急性期

（参考）厚労省令の必要病床数算定式
に用いる病床稼働率 75.0% 78.0% 90.0% 92.0%

71.4%

218,116 27,868 21,77390,472

 ④回答を得た医療機関 488（30,915床）  ⑤回答率 96.6%（99.2%）

新規入院患者数（年間）

急性期 回復期 慢性期

熊　本　県　計

全体

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体※

 ②年度内無床、休院、廃院等
　　医療機関　（許可病床数）

8（145床）  ③調査対象医療機関
   （許可病床数）

505（31,151床）

高度急性期

22 402 73 184 120 801

［単位：床］

［単位：人］

 ①調査対象医療機関
  【当初想定】　（許可病床数）

513（31,296床）

9.4

849,478

90,386

13.9 45.7 165.7 24.5

2,991,341 1,255,564 3,624,419 8,720,802

213,417 27,022 21,965 352,790

77.4%90.3%

3,757 ←機能未選択82床を含む。

839

許可病床数

358,229

機能未選択

全体 削減予定

82.9%

※機能未選択は除く。

区分

区分

82 1,376 437 1,780

回復期 慢性期

73.9%

［単位：床］

0 0 122 116 
1,290 1,277 

8,460 8,285 

2,578 2,556 

11,358 10,561 

3,362 3,161 

3,523 2,985 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

一般病床 

療養病床 

現状 

維持 
71% 

削減 

【介護施設等 

への転換】 
2% 

削減 

【単純減】 
6% 

その他【見通し

不明等】 
21% 

2,657 2,657 

9,143 8,778 

5,496 4,988 

8,987 8,625 

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000
9,000

10,000

高度急性

期 

 急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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３　2025（平成37）年における病床数の見通しについて

　(１) 2025（平成37）年における病床数の見通し

63.4

　(２) 2025（平成37）年における病床数（見通し）

　　　 機能未選択36床を含む。

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 1,810 1,810 7,829 7,490 4,946 4,503 8,075 7,762 22,696 21,565

見通し不明

見込み病床数
［許可病床ベース］ 1,810 ～2,695 7,829 ～10,465 4,946 ～5,915 8,075 ～10,719 22,696 ～29,912

（参考）2025年
必要病床数推計

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（６年後の予定）の据置き。

４　在宅医療の実施状況と2025（平成37）年における見通しについて

　(１) 在宅医療（往診、訪問診療）の現在の実施状況 　(２) 2025（平成37）年における在宅医療の実施の見通し

５　「病床の機能分化・連携」と「在宅医療の充実」の推進に必要な取組みについて（「その他」回答を除く。）

　(１) 「病床の機能分化・連携」を進めるために今後必要と思われる取組み 　(２) 「在宅医療の充実」を進めるために今後必要と思われる取組み

※医療機関所在地ベース
※慢性期は、パターンB
（熊本、菊池）及び特例（宇
城、有明、鹿本、阿蘇、上
益城、八代、芦北、球磨、
天草）で推計

一か月あたりの
患者延べ数

7,914人

一か月あたりの
患者延べ数

12,137人

削減予定高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

※下限：許可病床数
　 上限：許可病床数＋見通し不明

［単位：床］

区分

1,870 6,010 7,048 6,161 21,089

許可病床数

←機能未選択82床を含む。

1,003

7,216885 2,636 969 2,644

1,810 1,810 

7,829 7,490 

4,946 4,503 

8,075 7,762 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

高度急性期  急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

実施 

53% 

未実

施 
47% 

実施 
56% 

未実

施 
44% 

①病床機能を

転換するため

の施設の整

備 
18% 

②病床機能を

転換するため

の設備の整

備 
15% 

③療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための施設の

整備 
4% 

④療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための設備の

整備 
3% 

⑤病床機能

の分化・転換

に伴う職員の

研修・教育 
23% 

⑥連携に係る

人材の確保・

養成 
37% 

現状 

維持 
63% 

削減 

【介護施設等 

への転換】 
1% 

削減 

【単純減】 
6% 

その他【見通し

不明等】 

30% 

①在宅医療に取

り組む医師の確

保のための研修 
18% 

②在宅医療に取

り組む看護職員

の確保のための

研修 
25% 

③看取りに対応

できる医師の養

成のための研修 
10% 

④看取りに対応

できる看護職員

の養成のための

研修 
17% 

⑤退院後の療

養生活の相談に

乗る窓口に配置

する看護職員や

医療ｿｰｼｬﾙﾜｰ

ｶｰの育成のた

めの研修 
18% 

⑥医療依存度

の高い患者や小

児等患者への

対応力向上のた

めの研修 
9% 

⑦在宅歯科医

療を実施するた

めの人材の確

保 
2% 

⑧在宅歯科医

療を実施するた

めの設備の整

備 
1% 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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１　平成27年度病床機能報告における報告状況について

　(１) 医療機能別の許可病床数及び稼働病床数

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般病床 2,478 2,456 4,729 4,478 1,550 1,451 1,167 1,102 151 19 10,075 9,506

療養病床 0 0 53 47 760 747 3,045 2,993 0 0 3,858 3,787

計 2,478 2,456 4,782 4,525 2,310 2,198 4,212 4,095 151 19 13,933 13,293

（参考）休床

　(２) 医療機能別の入院患者数の状況（年間）

　 　 　 　

２　2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通しについて

　(１) 2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通し

　(２)  2021（平成33）年（6年経過後）における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 2,396 2,396 4,061 3,786 2,823 2,540 3,556 3,374 12,836 12,096

見通し不明※

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（現状）の据置き。

区分

区分

82 552 150 25

回復期 慢性期

74.3%

［単位：床］

866 ←機能未選択57床を含む。

231

許可病床数

217,396

機能未選択

全体 削減予定

86.4%

※機能未選択は除く。

9.5

820,814

86,504

11.7 47.1 153.3 18.7

1,252,062 626,698 1,328,937 4,028,511

105,703 13,065 8,732 214,004

79.4%

熊　本　地　域

全体

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体※

 ②年度内無床、休院、廃院等
　　医療機関　（許可病床数）

2（38床）  ③調査対象医療機関
   （許可病床数）

200（14,092床）

高度急性期

22 153 30 53 71 329

［単位：床］

［単位：人］

 ①調査対象医療機関
  【当初想定】　（許可病床数）

202（14,130床）

108,054 13,551 8,60787,184

 ④回答を得た医療機関 188（13,933床）  ⑤回答率 94.0%（98.9%）

新規入院患者数（年間）

急性期 回復期 慢性期

 在院患者延べ数(年間)

退院患者数(年間)

病床稼働率

平均在院日数［単位：日］

高度急性期 急性期

（参考）厚労省令の必要病床数算定式
に用いる病床稼働率 75.0% 78.0% 90.0% 92.0%

71.7%90.8%

0 0 53 47 
760 747 

3,045 2,993 
2,478 2,456 

4,729 4,478 

1,550 1,451 

1,167 1,102 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

一般病床 

療養病床 

現状 

維持 
76% 削減 

【介護施設等 

への転換】 
0% 

削減 

【単純減】 
6% 

その他【見通し

不明等】 
18% 

2,396 2,396 

4,061 3,786 

2,823 2,540 

3,556 3,374 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

高度急性期  急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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３　2025（平成37）年における病床数の見通しについて

　(１) 2025（平成37）年における病床数の見通し

68.8

　(２) 2025（平成37）年における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 1,593 1,593 3,531 3,318 2,623 2,395 2,984 2,824 10,731 10,130

見通し不明

見込み病床数
［許可病床ベース］ 1,593 ～2,478 3,531 ～4,587 2,623 ～3,005 2,984 ～3,547 10,731 ～13,674

（参考）2025年
必要病床数推計

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（６年後の予定）の据置き。

４　在宅医療の実施状況と2025（平成37）年における見通しについて

　(１) 在宅医療（往診、訪問診療）の現在の実施状況 　(２) 2025（平成37）年における在宅医療の実施の見通し

５　「病床の機能分化・連携」と「在宅医療の充実」の推進に必要な取組みについて（「その他」回答を除く。）

　(１) 「病床の機能分化・連携」を進めるために今後必要と思われる取組み 　(２) 「在宅医療の充実」を進めるために今後必要と思われる取組み

※医療機関所在地ベース
※慢性期はパターンB

区分

1,373 3,467 4,008 2,408 11,256

許可病床数

←機能未選択57床を含む。

259

2,943885 1,056 382 563

［単位：床］

一か月あたりの
患者延べ数

3,095人

一か月あたりの
患者延べ数

5,559人

削減予定高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

※下限：許可病床数
　 上限：許可病床数＋見通し不明

1,593 1,593 

3,531 3,318 
2,623 2,395 

2,984 2,824 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

高度急性期  急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

実施 

49% 

未実

施 

51% 
実施 
53% 

未実

施 

47% 

①病床機能を

転換するため

の施設の整

備 
20% 

②病床機能を

転換するため

の設備の整

備 
16% 

③療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための施設の

整備 
3% ④療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための設備の

整備 
3% 

⑤病床機能

の分化・転換

に伴う職員の

研修・教育 
22% 

⑥連携に係る

人材の確保・

養成 
36% 

現状 

維持 
69% 

削減 

【介護施設等 

への転換】 
0% 

削減 

【単純減】 
6% 

その他【見通し

不明等】 

25% 

①在宅医療に取

り組む医師の確

保のための研修 
16% ②在宅医療に取

り組む看護職員

の確保のための

研修 
24% 

③看取りに対応

できる医師の養

成のための研修 
12% 

④看取りに対応

できる看護職員

の養成のための

研修 
14% 

⑤退院後の療

養生活の相談に

乗る窓口に配置

する看護職員や

医療ｿｰｼｬﾙﾜｰ

ｶｰの育成のた

めの研修 
20% 

⑥医療依存度

の高い患者や小

児等患者への

対応力向上のた

めの研修 
10% 

⑦在宅歯科医

療を実施するた

めの人材の確

保 
3% 

⑧在宅歯科医

療を実施するた

めの設備の整

備 
1% 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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１　平成27年度病床機能報告における報告状況について

　(１) 医療機能別の許可病床数及び稼働病床数

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般病床 0 0 548 507 184 184 248 195 0 0 980 886

療養病床 0 0 12 12 0 0 496 476 0 0 508 488

計 0 0 560 519 184 184 744 671 0 0 1,488 1,374

（参考）休床

　(２) 医療機能別の入院患者数の状況（年間）

　 　 　 　

２　2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通しについて

　(１) 2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通し

　(２)  2021（平成33）年（6年経過後）における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 0 0 416 407 263 263 689 659 1,368 1,329

見通し不明※

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（現状）の据置き。

 在院患者延べ数(年間)

退院患者数(年間)

病床稼働率

平均在院日数［単位：日］

高度急性期 急性期

（参考）厚労省令の必要病床数算定式
に用いる病床稼働率 75.0% 78.0% 90.0% 92.0%

74.0%-

10,085 1,473 1,3690

 ④回答を得た医療機関 27（1,488床）  ⑤回答率 100.0%（100.0%）

新規入院患者数（年間）

急性期 回復期 慢性期

宇　城　地　域

全体

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

 ②年度内無床、休院、廃院等
　　医療機関　（許可病床数）

1（19床）  ③調査対象医療機関
   （許可病床数）

27（1,488床）

高度急性期

0 0 0 23 0 23

［単位：床］

［単位：人］

 ①調査対象医療機関
  【当初想定】　（許可病床数）

28（1,507床）

-

0

0

14.9 42.8 165.9 33.9

151,330 63,184 225,940 440,454

10,213 1,480 1,355 13,048

81.1%

［単位：床］

100

20

許可病床数

12,927

機能未選択

全体 削減予定

83.2%

区分

区分

0 40 0 60

回復期 慢性期

94.1%

0 0 12 12 0 0 

496 476 

0 0 

548 507 

184 184 

248 
195 

0
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一般病床 

療養病床 

現状 

維持 
70% 

削減 

【介護施設等 

への転換】 
0% 

削減 

【単純減】 

4% 

その他【見通し

不明等】 
26% 

0 0 

416 407 
263 263 

689 659 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

高度急性期  急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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３　2025（平成37）年における病床数の見通しについて

　(１) 2025（平成37）年における病床数の見通し

74.1

　(２) 2025（平成37）年における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 0 0 397 388 263 263 679 659 1,339 1,310

見通し不明

見込み病床数
［許可病床ベース］ 0 397 ～456 263 ～263 679 ～749 1,339 ～1,468

（参考）2025年
必要病床数推計

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（６年後の予定）の据置き。

４　在宅医療の実施状況と2025（平成37）年における見通しについて

　(１) 在宅医療（往診、訪問診療）の現在の実施状況 　(２) 2025（平成37）年における在宅医療の実施の見通し

５　「病床の機能分化・連携」と「在宅医療の充実」の推進に必要な取組みについて（「その他」回答を除く。）

　(１) 「病床の機能分化・連携」を進めるために今後必要と思われる取組み 　(２) 「在宅医療の充実」を進めるために今後必要と思われる取組み

一か月あたりの
患者延べ数

632人

一か月あたりの
患者延べ数

748人

削減予定高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

※下限：許可病床数
　 上限：許可病床数＋見通し不明

［単位：床］

※医療機関所在地ベース
※慢性期は特例

区分

25 214 355 404 998

許可病床数

20

1290 59 0 70

0 0 

397 388 
263 263 

679 659 
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②病床機能を

転換するため

の設備の整

備 
11% 

③療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための施設の

整備 
3% ④療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための設備の

整備 
6% 

⑤病床機能

の分化・転換

に伴う職員の

研修・教育 
23% 

⑥連携に係る

人材の確保・

養成 
43% 

現状 

維持 

74% 

削減 

【介護施設等 

への転換】 
0% 

削減 

【単純減】 

0% 

その他【見通し

不明等】 

26% 

①在宅医療に取

り組む医師の確

保のための研修 
17% 

②在宅医療に取

り組む看護職員

の確保のための

研修 
26% 

③看取りに対応

できる医師の養

成のための研修 
10% 

④看取りに対応

できる看護職員

の養成のための

研修 
22% 

⑤退院後の療

養生活の相談に

乗る窓口に配置

する看護職員や

医療ｿｰｼｬﾙﾜｰ

ｶｰの育成のた

めの研修 
16% 

⑥医療依存度

の高い患者や小

児等患者への

対応力向上のた

めの研修 
6% 

⑦在宅歯科医

療を実施するた

めの人材の確

保 
2% 

⑧在宅歯科医

療を実施するた

めの設備の整

備 
1% 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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１　平成27年度病床機能報告における報告状況について

　(１) 医療機能別の許可病床数及び稼働病床数

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般病床 18 18 800 765 331 321 85 80 0 0 1,234 1,184

療養病床 0 0 18 18 135 135 702 686 0 0 855 839

計 18 18 818 783 466 456 787 766 0 0 2,089 2,023

（参考）休床

　(２) 医療機能別の入院患者数の状況（年間）

　 　 　 　

２　2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通しについて

　(１) 2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通し

　(２)  2021（平成33）年（6年経過後）における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 33 33 689 684 439 429 623 623 1,784 1,769

見通し不明※

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（現状）の据置き。

 在院患者延べ数(年間)

退院患者数(年間)

病床稼働率

平均在院日数［単位：日］

高度急性期 急性期

（参考）厚労省令の必要病床数算定式
に用いる病床稼働率 75.0% 78.0% 90.0% 92.0%

67.5%46.3%

15,911 3,234 1,271338

 ④回答を得た医療機関 42（2,089床）  ⑤回答率 100.0%（100.0%）

新規入院患者数（年間）

急性期 回復期 慢性期

有　明　地　域

全体

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

 ②年度内無床、休院、廃院等
　　医療機関　（許可病床数）

0（0床）  ③調査対象医療機関
   （許可病床数）

42（2,089床）

高度急性期

0 15 0 9 0 24

［単位：床］

［単位：人］

 ①調査対象医療機関
  【当初想定】　（許可病床数）

42（2,089床）

4.6

3,044

990

13.6 44.6 208.1 30.2

201,474 133,267 258,094 595,879

13,754 2,738 1,209 18,691

78.1%

［単位：床］

249

56

許可病床数

20,754

機能未選択

全体 削減予定

89.8%

区分

区分

0 0 55 194

回復期 慢性期

78.4%

0 0 18 18 
135 135 

702 686 

18 18 

800 765 

331 321 

85 80 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

一般病床 

療養病床 

現状 

維持 
81% 

削減 

【介護施設等 

への転換】 
0% 

削減 

【単純減】 
9% 

その他【見通し

不明等】 
10% 

33 33 

689 684 

439 429 

623 623 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

高度急性期  急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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３　2025（平成37）年における病床数の見通しについて

　(１) 2025（平成37）年における病床数の見通し

64.3

　(２) 2025（平成37）年における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 33 33 405 400 327 327 608 608 1,373 1,368

見通し不明

見込み病床数
［許可病床ベース］ 33 405 ～686 327 ～441 608 ～817 1,373 ～1,977

（参考）2025年
必要病床数推計

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（６年後の予定）の据置き。

４　在宅医療の実施状況と2025（平成37）年における見通しについて

　(１) 在宅医療（往診、訪問診療）の現在の実施状況 　(２) 2025（平成37）年における在宅医療の実施の見通し

５　「病床の機能分化・連携」と「在宅医療の充実」の推進に必要な取組みについて（「その他」回答を除く。）

　(１) 「病床の機能分化・連携」を進めるために今後必要と思われる取組み 　(２) 「在宅医療の充実」を進めるために今後必要と思われる取組み

一か月あたりの
患者延べ数

477人

一か月あたりの
患者延べ数

703人

削減予定高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

※下限：許可病床数
　 上限：許可病床数＋見通し不明

［単位：床］

※医療機関所在地ベース
※慢性期は特例

区分

82 360 398 455 1,295

許可病床数

112

6040 281 114 209

33 33 

405 400 
327 327 

608 608 

0

100

200

300

400

500

600

700

高度急性期  急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

実施 
57% 

未実

施 

43% 

実施 
55% 

未実

施 
45% 

①病床機能を

転換するため

の施設の整

備 
18% ②病床機能を

転換するため

の設備の整

備 
17% 

③療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための施設の

整備 
2% 

④療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための設備の

整備 
0% 

⑤病床機能

の分化・転換

に伴う職員の

研修・教育 
24% 

⑥連携に係る

人材の確保・

養成 
39% 

現状 

維持 
64% 

削減 

【介護施設等 

への転換】 

0% 

削減 

【単純減】 

12% 

その他【見通し

不明等】 

24% 

①在宅医療に取

り組む医師の確

保のための研修 
21% 

②在宅医療に取

り組む看護職員

の確保のための

研修 
21% 

③看取りに対応

できる医師の養

成のための研修 
10% 

④看取りに対応

できる看護職員

の養成のための

研修 
20% 

⑤退院後の療

養生活の相談に

乗る窓口に配置

する看護職員や

医療ｿｰｼｬﾙﾜｰ

ｶｰの育成のた

めの研修 
19% 

⑥医療依存度

の高い患者や小

児等患者への

対応力向上のた

めの研修 
8% 

⑦在宅歯科医

療を実施するた

めの人材の確

保 
1% 

⑧在宅歯科医

療を実施するた

めの設備の整

備 
0% 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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１　平成27年度病床機能報告における報告状況について

　(１) 医療機能別の許可病床数及び稼働病床数

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般病床 6 6 373 373 104 104 111 111 0 0 594 594

療養病床 0 0 0 0 47 47 187 187 0 0 234 234

計 6 6 373 373 151 151 298 298 0 0 828 828

（参考）休床

　(２) 医療機能別の入院患者数の状況（年間）

　 　 　 　

２　2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通しについて

　(１) 2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通し

　(２)  2021（平成33）年（6年経過後）における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 6 6 333 333 118 118 163 163 620 620

見通し不明※

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（現状）の据置き。

 在院患者延べ数(年間)

退院患者数(年間)

病床稼働率

平均在院日数［単位：日］

高度急性期 急性期

（参考）厚労省令の必要病床数算定式
に用いる病床稼働率 75.0% 78.0% 90.0% 92.0%

74.5%18.3%

5,306 1,055 90293

 ④回答を得た医療機関 18（828床）  ⑤回答率 100.0%（100.0%）

新規入院患者数（年間）

急性期 回復期 慢性期

鹿　本　地　域

全体

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

 ②年度内無床、休院、廃院等
　　医療機関　（許可病床数）

0（0床）  ③調査対象医療機関
   （許可病床数）

18（828床）

高度急性期

0 0 0 0 0 0

［単位：床］

［単位：人］

 ①調査対象医療機関
  【当初想定】　（許可病床数）

18（828床）

4.3

401

93

18.9 28.1 70.8 26.2

101,393 30,001 62,766 194,561

5,437 1,078 872 7,480

64.4%

［単位：床］

189

19

許可病床数

7,356

機能未選択

全体 削減予定

57.7%

区分

区分

0 65 28 96

回復期 慢性期

54.4%

0 0 0 0 
47 47 

187 187 

6 6 

373 373 

104 104 

111 111 

0
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400

一般病床 

療養病床 

現状 

維持 
67% 

削減 

【介護施設等 

への転換】 
0% 

削減 

【単純減】 
0% 

その他【見通し

不明等】 

33% 

6 6 

333 333 

118 118 
163 163 

0

50

100

150

200

250

300

350

高度急性期  急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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３　2025（平成37）年における病床数の見通しについて

　(１) 2025（平成37）年における病床数の見通し

50.0

　(２) 2025（平成37）年における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 6 6 295 295 107 107 155 155 563 563

見通し不明

見込み病床数
［許可病床ベース］ 6 295 ～379 107 ～154 155 ～251 563 ～790

（参考）2025年
必要病床数推計

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（６年後の予定）の据置き。

４　在宅医療の実施状況と2025（平成37）年における見通しについて

　(１) 在宅医療（往診、訪問診療）の現在の実施状況 　(２) 2025（平成37）年における在宅医療の実施の見通し

５　「病床の機能分化・連携」と「在宅医療の充実」の推進に必要な取組みについて（「その他」回答を除く。）

　(１) 「病床の機能分化・連携」を進めるために今後必要と思われる取組み 　(２) 「在宅医療の充実」を進めるために今後必要と思われる取組み

一か月あたりの
患者延べ数

299人

一か月あたりの
患者延べ数

238人

削減予定高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

※下限：許可病床数
　 上限：許可病床数＋見通し不明

［単位：床］

※医療機関所在地ベース
※慢性期は特例

区分

34 148 207 100 489

許可病床数

38

2270 84 47 96

6 6 

295 295 

107 107 
155 155 

0

50

100

150

200

250

300

350

高度急性期  急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

実施 

72% 

未実

施 
28% 

実施 
67% 

未実

施 
33% 

①病床機能を

転換するため

の施設の整

備 
5% 

②病床機能を

転換するため

の設備の整

備 
13% ③療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための施設の

整備 
4% ④療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための設備の

整備 
4% 

⑤病床機能

の分化・転換

に伴う職員の

研修・教育 
22% 

⑥連携に係る

人材の確保・

養成 
52% 

現状 

維持 
50% 

削減 

【介護施設等 

への転換】 
0% 

削減 

【単純減】 

0% 

その他【見通し

不明等】 

50% 

①在宅医療に取

り組む医師の確

保のための研修 
20% 

②在宅医療に取

り組む看護職員

の確保のための

研修 
23% 

③看取りに対応

できる医師の養

成のための研修 
12% 

④看取りに対応

できる看護職員

の養成のための

研修 
17% 

⑤退院後の療

養生活の相談に

乗る窓口に配置

する看護職員や

医療ｿｰｼｬﾙﾜｰ

ｶｰの育成のた

めの研修 
17% 

⑥医療依存度

の高い患者や小

児等患者への

対応力向上のた

めの研修 
11% 

⑦在宅歯科医

療を実施するた

めの人材の確

保 
0% 

⑧在宅歯科医

療を実施するた

めの設備の整

備 
0% 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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１　平成27年度病床機能報告における報告状況について

　(１) 医療機能別の許可病床数及び稼働病床数

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般病床 0 0 987 884 376 344 1,208 820 0 0 2,571 2,048

療養病床 0 0 0 0 49 49 454 448 0 0 503 497

計 0 0 987 884 425 393 1,662 1,268 0 0 3,074 2,545

（参考）休床

　(２) 医療機能別の入院患者数の状況（年間）

　 　 　 　

２　2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通しについて

　(１) 2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通し

　(２)  2021（平成33）年（6年経過後）における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 0 0 537 489 327 301 529 413 1,393 1,203

見通し不明※

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（現状）の据置き。

区分

区分

0 410 114 1,099

回復期 慢性期

75.8%

［単位：床］

1,623

58

許可病床数

20,387

機能未選択

全体 削減予定

64.1%

-

0

0

16.1 42.0 200.3 37.3

251,356 117,607 388,642 757,605

15,368 2,784 2,075 20,227

67.5%

菊　池　地　域

全体

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

 ②年度内無床、休院、廃院等
　　医療機関　（許可病床数）

0（0床）  ③調査対象医療機関
   （許可病床数）

33（3,074床）

高度急性期

0 38 5 80 0 123

［単位：床］

［単位：人］

 ①調査対象医療機関
  【当初想定】　（許可病床数）

33（3,074床）

15,762 2,819 1,8060

 ④回答を得た医療機関 33（3,074床）  ⑤回答率 100.0%（100.0%）

新規入院患者数（年間）

急性期 回復期 慢性期

 在院患者延べ数(年間)

退院患者数(年間)

病床稼働率

平均在院日数［単位：日］

高度急性期 急性期

（参考）厚労省令の必要病床数算定式
に用いる病床稼働率 75.0% 78.0% 90.0% 92.0%

69.8%-

0 0 0 0 49 49 

454 448 

0 0 

987 884 

376 344 

1,208 

820 
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現状 

維持 
49% 

削減 

【介護施設等 

への転換】 
3% 

削減 

【単純減】 

11% 

その他【見通し

不明等】 

37% 

0 0 

537 
489 

327 301 

529 

413 

0

100

200

300

400

500

600

高度急性期  急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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３　2025（平成37）年における病床数の見通しについて

　(１) 2025（平成37）年における病床数の見通し

34.3

　(２) 2025（平成37）年における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 0 0 296 248 235 209 430 314 961 771

見通し不明

見込み病床数
［許可病床ベース］ 0 296 ～947 235 ～441 430 ～1,618 961 ～3,006

（参考）2025年
必要病床数推計

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（６年後の予定）の据置き。

４　在宅医療の実施状況と2025（平成37）年における見通しについて

　(１) 在宅医療（往診、訪問診療）の現在の実施状況 　(２) 2025（平成37）年における在宅医療の実施の見通し

５　「病床の機能分化・連携」と「在宅医療の充実」の推進に必要な取組みについて（「その他」回答を除く。）

　(１) 「病床の機能分化・連携」を進めるために今後必要と思われる取組み 　(２) 「在宅医療の充実」を進めるために今後必要と思われる取組み

※医療機関所在地ベース
※慢性期はパターンB

区分

64 450 574 588 1,676

許可病床数

68

2,0450 651 206 1,188

［単位：床］

一か月あたりの
患者延べ数

401人

一か月あたりの
患者延べ数

1,167人

削減予定高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

※下限：許可病床数
　 上限：許可病床数＋見通し不明

0 0 
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248 235 209 
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高度急性期  急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

実施 

33% 

未実

施 
67% 

実施 
45% 未実

施 
55% 

①病床機能を

転換するため

の施設の整

備 
24% 

②病床機能を

転換するため

の設備の整

備 
18% 

③療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための施設の

整備 
4% 

④療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための設備の

整備 
9% 

⑤病床機能

の分化・転換

に伴う職員の

研修・教育 
16% 

⑥連携に係る

人材の確保・

養成 
29% 

現状 

維持 

34% 
削減 

【介護施設等 

への転換】 
3% 

削減 

【単純減】 

9% 

その他【見通し

不明等】 

54% 

①在宅医療に取

り組む医師の確

保のための研修 
22% 

②在宅医療に取

り組む看護職員

の確保のための

研修 
26% 

③看取りに対応

できる医師の養

成のための研修 
14% 

④看取りに対応

できる看護職員

の養成のための

研修 
17% 

⑤退院後の療

養生活の相談に

乗る窓口に配置

する看護職員や

医療ｿｰｼｬﾙﾜｰ

ｶｰの育成のた

めの研修 
14% 

⑥医療依存度

の高い患者や小

児等患者への

対応力向上のた

めの研修 
5% 

⑦在宅歯科医

療を実施するた

めの人材の確

保 
2% 

⑧在宅歯科医

療を実施するた

めの設備の整

備 
0% 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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１　平成27年度病床機能報告における報告状況について

　(１) 医療機能別の許可病床数及び稼働病床数

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般病床 0 0 348 319 94 94 8 8 0 0 450 421

療養病床 0 0 16 16 0 0 404 386 0 0 420 402

計 0 0 364 335 94 94 412 394 0 0 870 823

（参考）休床

　(２) 医療機能別の入院患者数の状況（年間）

　 　 　 　

２　2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通しについて

　(１) 2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通し

　(２)  2021（平成33）年（6年経過後）における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 0 0 267 264 150 150 358 344 775 758

見通し不明※

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（現状）の据置き。

区分

区分

0 19 0 14

回復期 慢性期

55.1%

［単位：床］

33

62

許可病床数

5,557

機能未選択

全体 削減予定

92.4%

-

0

0

20.2 23.3 169.0 43.0

77,322 18,909 139,018 235,249

3,784 794 800 5,378

74.1%

阿　蘇　地　域

全体

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

 ②年度内無床、休院、廃院等
　　医療機関　（許可病床数）

1（14床）  ③調査対象医療機関
   （許可病床数）

15（870床）

高度急性期

0 0 0 0 0 0

［単位：床］

［単位：人］

 ①調査対象医療機関
  【当初想定】　（許可病床数）

16（884床）

3,884 828 8450

 ④回答を得た医療機関 15（870床）  ⑤回答率 100.0%（100.0%）

新規入院患者数（年間）

急性期 回復期 慢性期

 在院患者延べ数(年間)

退院患者数(年間)

病床稼働率

平均在院日数［単位：日］

高度急性期 急性期

（参考）厚労省令の必要病床数算定式
に用いる病床稼働率 75.0% 78.0% 90.0% 92.0%

58.2%-

0 0 16 16 0 0 

404 386 

0 0 

348 319 

94 94 

8 
8 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

一般病床 

療養病床 

現状 

維持 
47% 削減 

【介護施設等 

への転換】 

0% 
削減 

【単純減】 
13% 

その他【見通し

不明等】 
40% 

0 0 

267 264 

150 150 

358 344 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

高度急性期  急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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３　2025（平成37）年における病床数の見通しについて

　(１) 2025（平成37）年における病床数の見通し

40.0

　(２) 2025（平成37）年における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 0 0 203 200 185 185 363 349 751 734

見通し不明

見込み病床数
［許可病床ベース］ 0 203 ～241 185 ～185 363 ～377 751 ～803

（参考）2025年
必要病床数推計

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（６年後の予定）の据置き。

４　在宅医療の実施状況と2025（平成37）年における見通しについて

　(１) 在宅医療（往診、訪問診療）の現在の実施状況 　(２) 2025（平成37）年における在宅医療の実施の見通し

５　「病床の機能分化・連携」と「在宅医療の充実」の推進に必要な取組みについて（「その他」回答を除く。）

　(１) 「病床の機能分化・連携」を進めるために今後必要と思われる取組み 　(２) 「在宅医療の充実」を進めるために今後必要と思われる取組み

※医療機関所在地ベース
※慢性期は特例

区分

19 119 110 198 446

許可病床数

67

520 38 0 14

［単位：床］

一か月あたりの
患者延べ数

426人

一か月あたりの
患者延べ数

503人

削減予定高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

※下限：許可病床数
　 上限：許可病床数＋見通し不明

0 0 

203 200 185 185 

363 349 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

高度急性期  急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

実施 

93% 

未実

施 
7% 

実施 
86% 

未実

施 
14% 

①病床機能を

転換するため

の施設の整

備 
24% 

②病床機能を

転換するため

の設備の整

備 
19% 

③療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための施設の

整備 
0% 

④療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための設備の

整備 
0% 

⑤病床機能

の分化・転換

に伴う職員の

研修・教育 
19% 

⑥連携に係る

人材の確保・

養成 
38% 

現状 

維持 

40% 

削減 

【介護施設等 

への転換】 
0% 

削減 

【単純減】 

13% 

その他【見通し

不明等】 
47% 

①在宅医療に取

り組む医師の確

保のための研修 
19% 

②在宅医療に取

り組む看護職員

の確保のための

研修 
32% 

③看取りに対応

できる医師の養

成のための研修 
7% 

④看取りに対応

できる看護職員

の養成のための

研修 
23% 

⑤退院後の療

養生活の相談に

乗る窓口に配置

する看護職員や

医療ｿｰｼｬﾙﾜｰ

ｶｰの育成のた

めの研修 
16% 

⑥医療依存度

の高い患者や小

児等患者への

対応力向上のた

めの研修 
3% 

⑦在宅歯科医

療を実施するた

めの人材の確

保 
0% 

⑧在宅歯科医

療を実施するた

めの設備の整

備 
0% 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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１　平成27年度病床機能報告における報告状況について

　(１) 医療機能別の許可病床数及び稼働病床数

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般病床 0 0 339 303 141 122 19 0 0 0 499 425

療養病床 0 0 0 0 83 83 493 491 0 0 576 574

計 0 0 339 303 224 205 512 491 0 0 1,075 999

（参考）休床

　(２) 医療機能別の入院患者数の状況（年間）

　 　 　 　

２　2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通しについて

　(１) 2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通し

　(２)  2021（平成33）年（6年経過後）における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 0 0 271 271 209 209 380 361 860 841

見通し不明※

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（現状）の据置き。

区分

区分

0 48 35 36

回復期 慢性期

67.6%

［単位：床］

119

96

許可病床数

5,704

機能未選択

全体 削減予定

88.5%

-

0

0

24.1 65.1 156.5 54.9

90,855 55,304 165,299 311,458

3,752 841 1,055 5,648

79.4%

上　益　城　地　域

全体

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

 ②年度内無床、休院、廃院等
　　医療機関　（許可病床数）

0（0床）  ③調査対象医療機関
   （許可病床数）

23（1,075床）

高度急性期

0 19 19 19 0 57

［単位：床］

［単位：人］

 ①調査対象医療機関
  【当初想定】　（許可病床数）

23（1,075床）

3,789 858 1,0570

 ④回答を得た医療機関 23（1,075床）  ⑤回答率 100.0%（100.0%）

新規入院患者数（年間）

急性期 回復期 慢性期

 在院患者延べ数(年間)

退院患者数(年間)

病床稼働率

平均在院日数［単位：日］

高度急性期 急性期

（参考）厚労省令の必要病床数算定式
に用いる病床稼働率 75.0% 78.0% 90.0% 92.0%

73.4%-

0 0 0 0 
83 83 

493 491 

0 0 

339 303 141 122 

19 0 

0

100

200

300

400

500

600

一般病床 

療養病床 

現状 

維持 

70% 削減 

【介護施設等 

への転換】 
4% 

削減 

【単純減】 

0% 

その他【見通し

不明等】 

26% 

0 0 

271 271 
209 209 

380 361 

0

50

100

150

200

250

300

350

400

高度急性期  急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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３　2025（平成37）年における病床数の見通しについて

　(１) 2025（平成37）年における病床数の見通し

65.2

　(２) 2025（平成37）年における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 0 0 290 290 190 190 361 361 841 841

見通し不明

見込み病床数
［許可病床ベース］ 0 290 ～309 190 ～244 361 ～397 841 ～950

（参考）2025年
必要病床数推計

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（６年後の予定）の据置き。

４　在宅医療の実施状況と2025（平成37）年における見通しについて

　(１) 在宅医療（往診、訪問診療）の現在の実施状況 　(２) 2025（平成37）年における在宅医療の実施の見通し

５　「病床の機能分化・連携」と「在宅医療の充実」の推進に必要な取組みについて（「その他」回答を除く。）

　(１) 「病床の機能分化・連携」を進めるために今後必要と思われる取組み 　(２) 「在宅医療の充実」を進めるために今後必要と思われる取組み

※医療機関所在地ベース
※慢性期は特例

区分

0 102 229 306 637

許可病床数

125

1090 19 54 36

［単位：床］

一か月あたりの
患者延べ数

204人

一か月あたりの
患者延べ数

446人

削減予定高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

※下限：許可病床数
　 上限：許可病床数＋見通し不明

0 0 

290 290 

190 190 

361 361 

0

50
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400

高度急性期  急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

実施 

65% 

未実

施 
35% 

実施 
61% 

未実

施 
39% 

①病床機能を

転換するため

の施設の整

備 
19% 

②病床機能を

転換するため

の設備の整

備 
15% 

③療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための施設の

整備 
4% 

④療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための設備の

整備 
6% 

⑤病床機能

の分化・転換

に伴う職員の

研修・教育 
29% 

⑥連携に係る

人材の確保・

養成 
27% 

現状 

維持 
65% 

削減 

【介護施設等 

への転換】 
4% 

削減 

【単純減】 

9% 

その他【見通し

不明等】 

22% 

①在宅医療に取

り組む医師の確

保のための研修 
14% 

②在宅医療に取

り組む看護職員

の確保のための

研修 
23% 

③看取りに対応

できる医師の養

成のための研修 
13% 

④看取りに対応

できる看護職員

の養成のための

研修 
18% 

⑤退院後の療

養生活の相談に

乗る窓口に配置

する看護職員や

医療ｿｰｼｬﾙﾜｰ

ｶｰの育成のた

めの研修 
21% 

⑥医療依存度

の高い患者や小

児等患者への

対応力向上のた

めの研修 
11% 

⑦在宅歯科医

療を実施するた

めの人材の確

保 
0% 

⑧在宅歯科医

療を実施するた

めの設備の整

備 
0% 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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１　平成27年度病床機能報告における報告状況について

　(１) 医療機能別の許可病床数及び稼働病床数

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般病床 60 60 1,134 970 154 139 147 147 21 0 1,516 1,316

療養病床 0 0 6 6 135 135 481 428 0 0 622 569

計 60 60 1,140 976 289 274 628 575 21 0 2,138 1,885

（参考）休床

　(２) 医療機能別の入院患者数の状況（年間）

　 　 　 　

２　2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通しについて

　(１) 2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通し

　(２)  2021（平成33）年（6年経過後）における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 60 60 1,029 1,008 343 343 410 410 1,842 1,821

見通し不明※

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（現状）の据置き。

 在院患者延べ数(年間)

退院患者数(年間)

病床稼働率

平均在院日数［単位：日］

高度急性期 急性期

（参考）厚労省令の必要病床数算定式
に用いる病床稼働率 75.0% 78.0% 90.0% 92.0%

72.8%91.7%

18,610 1,121 1,1631,518

 ④回答を得た医療機関 46（2,138床）  ⑤回答率 100.0%（100.0%）

新規入院患者数（年間）

急性期 回復期 慢性期

八　代　地　域

全体

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

 ②年度内無床、休院、廃院等
　　医療機関　（許可病床数）

2（36床）  ③調査対象医療機関
   （許可病床数）

46（2,138床）

高度急性期

0 45 0 0 10 55

［単位：床］

［単位：人］

 ①調査対象医療機関
  【当初想定】　（許可病床数）

48（2,174床）

13.6

20,081

1,428

16.1 69.5 152.0 25.9

302,738 85,449 176,268 584,536

18,887 1,337 1,156 22,808

74.9%

［単位：床］

150 ←現状で機能未選択の11床を含む。

146

許可病床数

22,412

機能未選択

全体 削減予定

76.9%

区分

区分

0 37 36 66

回復期 慢性期

81.0%
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7% 
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左：許可病床数 

右：稼働病床数 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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３　2025（平成37）年における病床数の見通しについて

　(１) 2025（平成37）年における病床数の見通し

58.1

　(２) 2025（平成37）年における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 60 60 1,010 987 251 251 312 312 1,633 1,610

見通し不明

見込み病床数
［許可病床ベース］ 60 1,010 ～1,066 251 ～379 312 ～476 1,633 ～1,992

（参考）2025年
必要病床数推計

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（６年後の予定）の据置き。

４　在宅医療の実施状況と2025（平成37）年における見通しについて

　(１) 在宅医療（往診、訪問診療）の現在の実施状況 　(２) 2025（平成37）年における在宅医療の実施の見通し

５　「病床の機能分化・連携」と「在宅医療の充実」の推進に必要な取組みについて（「その他」回答を除く。）

　(１) 「病床の機能分化・連携」を進めるために今後必要と思われる取組み 　(２) 「在宅医療の充実」を進めるために今後必要と思われる取組み

一か月あたりの
患者延べ数

886人

一か月あたりの
患者延べ数

850人

削減予定高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

※下限：許可病床数
　 上限：許可病床数＋見通し不明

［単位：床］

※医療機関所在地ベース
※慢性期は特例

区分

113 440 419 383 1,355

許可病床数

←現状で機能未選択の11床を含む。

146

3590 56 128 164

60 60 

1,010 987 

251 251 312 312 
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未実

施 
52% 

実施 
50% 

未実

施 

50% 

①病床機能を

転換するため

の施設の整

備 
18% 

②病床機能を

転換するため

の設備の整

備 
18% 

③療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための施設の

整備 
0% 

④療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための設備の

整備 
0% 

⑤病床機能

の分化・転換

に伴う職員の

研修・教育 
22% 

⑥連携に係る

人材の確保・

養成 
42% 

現状 

維持 
58% 

削減 

【介護施設等 

への転換】 

2% 

削減 

【単純減】 
7% 

その他【見通し

不明等】 

33% 

①在宅医療に取

り組む医師の確

保のための研修 
17% 

②在宅医療に取

り組む看護職員

の確保のための

研修 
29% 

③看取りに対応

できる医師の養

成のための研修 
9% 

④看取りに対応

できる看護職員

の養成のための

研修 
21% 

⑤退院後の療

養生活の相談に

乗る窓口に配置

する看護職員や

医療ｿｰｼｬﾙﾜｰ

ｶｰの育成のた

めの研修 
18% 

⑥医療依存度

の高い患者や小

児等患者への

対応力向上のた

めの研修 
6% 

⑦在宅歯科医

療を実施するた

めの人材の確

保 
0% 

⑧在宅歯科医

療を実施するた

めの設備の整

備 
0% 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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１　平成27年度病床機能報告における報告状況について

　(１) 医療機能別の許可病床数及び稼働病床数

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般病床 0 0 480 420 166 166 306 306 0 0 952 892

療養病床 0 0 15 15 25 25 411 411 0 0 451 451

計 0 0 495 435 191 191 717 717 0 0 1,403 1,343

（参考）休床

　(２) 医療機能別の入院患者数の状況（年間）

　 　 　 　

２　2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通しについて

　(１) 2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通し

　(２)  2021（平成33）年（6年経過後）における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 102 102 311 311 213 213 598 598 1,224 1,224

見通し不明※

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（現状）の据置き。

 在院患者延べ数(年間)

退院患者数(年間)

病床稼働率

平均在院日数［単位：日］

高度急性期 急性期

（参考）厚労省令の必要病床数算定式
に用いる病床稼働率 75.0% 78.0% 90.0% 92.0%

73.2%-

8,046 1,143 1,0480

 ④回答を得た医療機関 23（1,403床）  ⑤回答率 100.0%（100.0%）

新規入院患者数（年間）

急性期 回復期 慢性期

芦　北　地　域

全体

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

 ②年度内無床、休院、廃院等
　　医療機関　（許可病床数）

0（0床）  ③調査対象医療機関
   （許可病床数）

23（1,403床）

高度急性期

0 60 0 0 0 60

［単位：床］

［単位：人］

 ①調査対象医療機関
  【当初想定】　（許可病床数）

23（1,403床）

-

0

0

16.9 41.1 241.0 42.9

132,305 47,118 250,301 429,724

7,631 1,149 1,029 9,809

83.9%

［単位：床］

119

60

許可病床数

10,237

機能未選択

全体 削減予定

95.6%

区分

区分

0 0 0 119

回復期 慢性期

67.6%
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一般・療

養病床 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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３　2025（平成37）年における病床数の見通しについて

　(１) 2025（平成37）年における病床数の見通し

62.5

　(２) 2025（平成37）年における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 58 58 314 314 215 215 529 529 1,116 1,116

見通し不明

見込み病床数
［許可病床ベース］ 58 314 ～351 215 ～215 529 ～702 1,116 ～1,326

（参考）2025年
必要病床数推計

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（６年後の予定）の据置き。

４　在宅医療の実施状況と2025（平成37）年における見通しについて

　(１) 在宅医療（往診、訪問診療）の現在の実施状況 　(２) 2025（平成37）年における在宅医療の実施の見通し

５　「病床の機能分化・連携」と「在宅医療の充実」の推進に必要な取組みについて（その他回答を除く。）

　(１) 「病床の機能分化・連携」を進めるために今後必要と思われる取組み 　(２) 「在宅医療の充実」を進めるために今後必要と思われる取組み

一か月あたりの
患者延べ数

548人

一か月あたりの
患者延べ数

561人

削減予定高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

※下限：許可病床数
　 上限：許可病床数＋見通し不明

［単位：床］

※医療機関所在地ベース
※慢性期は特例

区分

35 160 199 350 744

許可病床数

77

2100 37 0 173

58 58 

314 314 
215 215 

529 529 

0

100

200

300

400

500

600

高度急性期  急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

実施 
48% 

未実

施 
52% 実施 

60% 

未実

施 
40% 

①病床機能を

転換するため

の施設の整

備 
13% 

②病床機能を

転換するため

の設備の整

備 
10% 

③療養病床
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養成 
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維持 
62% 削減 
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0% 

削減 

【単純減】 
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②在宅医療に取

り組む看護職員

の確保のための

研修 
31% 

③看取りに対応

できる医師の養

成のための研修 
6% 

④看取りに対応

できる看護職員

の養成のための

研修 
20% 

⑤退院後の療

養生活の相談に

乗る窓口に配置

する看護職員や

医療ｿｰｼｬﾙﾜｰ

ｶｰの育成のた
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18% 
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9% 
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めの人材の確
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0% 
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0% 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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１　平成27年度病床機能報告における報告状況について

　(１) 医療機能別の許可病床数及び稼働病床数

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般病床 8 8 690 637 97 97 21 13 0 0 816 755

療養病床 0 0 2 2 50 50 546 538 0 0 598 590

計 8 8 692 639 147 147 567 551 0 0 1,414 1,345

（参考）休床

　(２) 医療機能別の入院患者数の状況（年間）

　 　 　 　

２　2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通しについて

　(１) 2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通し

　(２)  2021（平成33）年（6年経過後）における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 52 52 612 608 200 200 459 458 1,323 1,318

見通し不明※

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（現状）の据置き。

 在院患者延べ数(年間)

退院患者数(年間)

病床稼働率

平均在院日数［単位：日］

高度急性期 急性期

（参考）厚労省令の必要病床数算定式
に用いる病床稼働率 75.0% 78.0% 90.0% 92.0%

68.5%98.1%

13,120 849 823947

 ④回答を得た医療機関 27（1,414床）  ⑤回答率 93.1%（97.8%）

新規入院患者数（年間）

急性期 回復期 慢性期

球　磨　地　域

全体

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

 ②年度内無床、休院、廃院等
　　医療機関　（許可病床数）

1（19床）  ③調査対象医療機関
   （許可病床数）

29（1,446床）

高度急性期

0 66 0 0 0 66

［単位：床］

［単位：人］

 ①調査対象医療機関
  【当初想定】　（許可病床数）

30（1,465床）

3.0

2,864

980

13.0 52.8 205.1 24.4

173,030 44,568 169,595 390,057

13,569 838 831 16,218

75.6%

［単位：床］

0

91

許可病床数

15,739

機能未選択

全体 削減予定

81.9%
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区分
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83.1%
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右：稼働病床数 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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３　2025（平成37）年における病床数の見通しについて

　(１) 2025（平成37）年における病床数の見通し

64.3

　(２) 2025（平成37）年における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 52 52 481 443 184 184 377 374 1,094 1,053

見通し不明

見込み病床数
［許可病床ベース］ 52 481 ～631 184 ～203 377 ～437 1,094 ～1,323

（参考）2025年
必要病床数推計

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（６年後の予定）の据置き。

４　在宅医療の実施状況と2025（平成37）年における見通しについて

　(１) 在宅医療（往診、訪問診療）の現在の実施状況 　(２) 2025（平成37）年における在宅医療の実施の見通し

５　「病床の機能分化・連携」と「在宅医療の充実」の推進に必要な取組みについて（「その他」回答を除く。）

　(１) 「病床の機能分化・連携」を進めるために今後必要と思われる取組み 　(２) 「在宅医療の充実」を進めるために今後必要と思われる取組み

一か月あたりの
患者延べ数

352人

一か月あたりの
患者延べ数

641人

削減予定高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

※下限：許可病床数
　 上限：許可病床数＋見通し不明

［単位：床］

※医療機関所在地ベース
※慢性期は特例

区分

66 239 234 293 832

許可病床数

91

2290 150 19 60

52 52 

481 443 

184 184 

377 374 

0

100
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300

400

500

600

高度急性期  急性期  回復期  慢性期 

一般・療

養病床 

実施 
41% 

未実

施 
59% 

実施 
52% 

未実

施 
48% 

①病床機能を

転換するため

の施設の整

備 
16% 

②病床機能を

転換するため

の設備の整

備 
11% 

③療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための施設の

整備 
4% 

④療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための設備の

整備 
4% 

⑤病床機能

の分化・転換

に伴う職員の

研修・教育 
29% 

⑥連携に係る

人材の確保・

養成 
36% 

現状 

維持 
64% 

削減 

【介護施設等 

への転換】 
4% 

削減 

【単純減】 
0% 

その他【見通し

不明等】 
32% 

①在宅医療に取

り組む医師の確

保のための研修 
20% 

②在宅医療に取

り組む看護職員

の確保のための

研修 
23% 

③看取りに対応

できる医師の養

成のための研修 
10% 

④看取りに対応

できる看護職員

の養成のための

研修 
15% 

⑤退院後の療

養生活の相談に

乗る窓口に配置

する看護職員や

医療ｿｰｼｬﾙﾜｰ

ｶｰの育成のた

めの研修 
12% 

⑥医療依存度

の高い患者や小

児等患者への

対応力向上のた

めの研修 
14% 

⑦在宅歯科医

療を実施するた

めの人材の確

保 
3% 

⑧在宅歯科医

療を実施するた

めの設備の整

備 
3% 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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１　平成27年度病床機能報告における報告状況について

　(１) 医療機能別の許可病床数及び稼働病床数

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般病床 8 8 930 905 165 139 203 203 50 0 1,356 1,255

療養病床 0 0 0 0 6 6 1,241 1,241 0 0 1,247 1,247

計 8 8 930 905 171 145 1,444 1,444 50 0 2,603 2,502

（参考）休床

　(２) 医療機能別の入院患者数の状況（年間）

　 　 　 　

２　2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通しについて

　(１) 2021（平成33）年（6年経過後）における病床数の見通し

　(２)  2021（平成33）年（6年経過後）における病床数（見通し）

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 8 8 617 617 411 222 1,222 1,222 2,294 2,069

見通し不明※

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（現状）の据置き。 　　　　　　機能未選択３６床を含む。

区分

区分

0 205 19 71

回復期 慢性期

53.6%

［単位：床］

309 ←機能未選択14床を含む。

0

許可病床数

19,760

機能未選択

全体 削減予定

87.2%

5.8

2,274

391

16.7 36.1 160.3 38.4

257,476 33,459 459,559 752,768

15,319 918 2,851 19,479

79.2%

天　草　地　域

全体

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

 ②年度内無床、休院、廃院等
　　医療機関　（許可病床数）

1（19床）  ③調査対象医療機関
   （許可病床数）

49（2,648床）

高度急性期

0 6 19 0 39 64

［単位：床］

［単位：人］

 ①調査対象医療機関
  【当初想定】　（許可病床数）

50（2,667床）

15,549 937 2,882392

 ④回答を得た医療機関 46（2,603床）  ⑤回答率 93.9%（98.3%）

新規入院患者数（年間）

急性期 回復期 慢性期

 在院患者延べ数(年間)

退院患者数(年間)

病床稼働率

平均在院日数［単位：日］

高度急性期 急性期

（参考）厚労省令の必要病床数算定式
に用いる病床稼働率 75.0% 78.0% 90.0% 92.0%

75.9%77.9%

0 0 0 0 6 6 

1,241 1,241 

8 8 

930 905 

165 139 

203 203 
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74% 

削減 

【介護施設等 

への転換】 
2% 

削減 

【単純減】 
2% 

その他【見通し

不明等】 
22% 

8 8 

617 617 
411 

222 

1,222 1,222 
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一般・療
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左：許可病床数 

右：稼働病床数 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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３　2025（平成37）年における病床数の見通しについて

　(１) 2025（平成37）年における病床数の見通し

73.3

　(２) 2025（平成37）年における病床数（見通し）

　　　 機能未選択３６床を含む。

　 　 　 　

許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数 許可病床数 稼働病床数

一般・療養病床 8 8 607 607 366 177 1,277 1,277 2,294 2,069

見通し不明

見込み病床数
［許可病床ベース］ 8 607 ～812 366 ～385 1,277 ～1,348 2,294 ～2,603

（参考）2025年
必要病床数

　　※見通し不明は、H27年度病床機能報告病床数（６年後の予定）の据置き。

４　在宅医療の実施状況と2025（平成37）年における見通しについて

　(１) 在宅医療（往診、訪問診療）の現在の実施状況 　(２) 2025（平成37）年における在宅医療の実施の見通し

５　「病床の機能分化・連携」と「在宅医療の充実」の推進に必要な取組みについて（「その他」回答を除く。）

　(１) 「病床の機能分化・連携」を進めるために今後必要と思われる取組み 　(２) 「在宅医療の充実」を進めるために今後必要と思われる取組み

※医療機関所在地ベース
※慢性期は特例

区分

59 311 315 676 1,361

許可病床数

←機能未選択14床を含む。

0

3090 205 19 71

［単位：床］

一か月あたりの
患者延べ数

595人

一か月あたりの
患者延べ数

721人

削減予定高度急性期 急性期 回復期 慢性期 全体

※下限：許可病床数
　 上限：許可病床数＋見通し不明
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一般・療

養病床 

実施 

67% 

未実

施 
33% 

実施 
71% 

未実

施 
29% 

①病床機能を

転換するため

の施設の整

備 
19% 

②病床機能を

転換するため

の設備の整

備 
14% 

③療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための施設の

整備 
5% 

④療養病床

から介護施設

等へ転換する

ための設備の

整備 
5% 

⑤病床機能

の分化・転換

に伴う職員の

研修・教育 
25% 

⑥連携に係る

人材の確保・

養成 
32% 

現状 

維持 
73% 

削減 

【介護施設等 

への転換】 

0% 

削減 

【単純減】 

0% 

その他【見通し

不明等】 

27% 

①在宅医療に取

り組む医師の確

保のための研修 
19% 

②在宅医療に取

り組む看護職員

の確保のための

研修 
24% 

③看取りに対応

できる医師の養

成のための研修 
10% 

④看取りに対応

できる看護職員

の養成のための

研修 
19% 

⑤退院後の療

養生活の相談に

乗る窓口に配置

する看護職員や

医療ｿｰｼｬﾙﾜｰ

ｶｰの育成のた

めの研修 
17% 

⑥医療依存度

の高い患者や小

児等患者への

対応力向上のた

めの研修 
7% 

⑦在宅歯科医

療を実施するた

めの人材の確

保 
2% 

⑧在宅歯科医

療を実施するた

めの設備の整

備 
2% 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 

左：許可病床数 

右：稼働病床数 
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＜2014（平成26）年７月１日時点の医療機能・2014（平成27）年７月１日時点の医療機能＞

一般病床 療養病床

H26高度急性期 2,513 0

H27高度急性期 2,616 0

H26急性期 11,361 89

H27急性期 10,617 160

H26回復期 2,791 1,357

H27回復期 3,381 1,437

H26慢性期 2,938 8,074

H27慢性期 3,236 8,322

H26無回答 189 0

H27休棟等 750 43

H26高度急性期 2,473 0

H27高度急性期 2,516 0

H26急性期 4,862 21

H27急性期 4,506 104

H26回復期 1,254 763

H27回復期 1,510 812

H26慢性期 1,311 2,865

H27慢性期 1,179 2,875

H26無回答 57 0

H27休棟等 203 15

H26高度急性期 0 0

H27高度急性期 0 0

H26急性期 522 12

H27急性期 518 12

H26回復期 222 22

H27回復期 184 0

H26慢性期 212 487

H27慢性期 217 496

H26無回答 0 0

H27休床等 42 0

H26高度急性期 18 0

H27高度急性期 18 0

H26急性期 831 22

H27急性期 742 18

H26回復期 223 190

H27回復期 349 225

H26慢性期 119 631

H27慢性期 72 589

H26無回答 0 0

H27休床等 15 0

H26高度急性期 6 0

H27高度急性期 6 0

H26急性期 400 5

H27急性期 373 0

H26回復期 103 44

H27回復期 104 47

H26慢性期 81 150

H27慢性期 96 183

H26無回答 0 0

H27休床等 0 0

H26高度急性期 0 0

H27高度急性期 0 0

H26急性期 920 6

H27急性期 935 0

H26回復期 398 32

H27回復期 379 32

H26慢性期 451 448

H27慢性期 1,039 485

H26無回答 0 0

H27休床等 180 6

H26高度急性期 0 0

H27高度急性期 0 0

H26急性期 384 7

H27急性期 345 16

H26回復期 21 17

H27回復期 94 0

H26慢性期 0 230

H27慢性期 8 390

H26無回答 36 0

H27休床等 3 14

　（参考）平成27年度病床機能報告における医療機能別病床数の報告状況【速報】

　　　※平成28年3月1日に国から情報提供があった平成28年2月16日時点のデータを基に集計した速報値
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＜2014（平成26）年７月１日時点の医療機能・2014（平成27）年７月１日時点の医療機能＞

一般病床 療養病床

H26高度急性期 0 0

H27高度急性期 0 0

H26急性期 339 0

H27急性期 320 0

H26回復期 88 51

H27回復期 122 83

H26慢性期 35 525

H27慢性期 0 589

H26無回答 0 0

H27休床等 38 0

H26高度急性期 0 0

H27高度急性期 60 0

H26急性期 1,091 6

H27急性期 1,005 6

H26回復期 176 131

H27回復期 211 131

H26慢性期 192 508

H27慢性期 109 485

H26無回答 0 0

H27休床等 34 0

H26高度急性期 0 0

H27高度急性期 0 0

H26急性期 479 0

H27急性期 416 0

H26回復期 75 25

H27回復期 166 25

H26慢性期 318 411

H27慢性期 306 471

H26無回答 10 0

H27休床等 60 0

H26高度急性期 8 0

H27高度急性期 8 0

H26急性期 593 6

H27急性期 597 0

H26回復期 85 30

H27回復期 116 30

H26慢性期 41 578

H27慢性期 42 568

H26無回答 67 0

H27休床等 65 0

H26高度急性期 8 0

H27高度急性期 8 0

H26急性期 940 4

H27急性期 860 4

H26回復期 146 52

H27回復期 146 52

H26慢性期 178 1,241

H27慢性期 168 1,191

H26無回答 19 0

H27休床等 110 8
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